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平成 30年 8月 22日 

佐賀大学大学院工学系研究科 
 

 

循環物質化学専攻大学院生が 

平成29年度物理化学インターカレッジセミナーにおいて優秀ポスター賞

と優秀講演賞を受賞 

 

【本文】 

平成 30 年 1月 27、28日の両日、物理化学インターカレッジセミナー兼日本油化学会界面

科学部会九州地区講演会が大分県の湯布院 FIT セミナーハウス（福岡工業大学の合宿施設）

にて開催されました。今回は、福岡工業大学 物質・エネルギーデバイスセンター（文部科学

省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業）との共催で行われ、福岡大学、福岡工業大学、佐

賀大学など九州各地から 44 名（講師 5 名, 一般(教員を含む)14 名, 学生 24 名）の参加が

ありました。発表は、特別講演 3 件、招待講演 2 件、一般講演（大学院生および学部生によ

る口頭発表を含む）9 件、ポスター発表 16 件が行われました。 

一般参加者及び学生による口頭・ポスター発表では、界面化学及び物理化学を基盤とした

多種多様な分野で研究を行う学生と教員が熱心に議論を交わしました。厳正な審査により、

下記の 2名の循環物質化学専攻 博士前期課程学生が受賞しました。おめでとうございます。 

〇優秀ポスター賞 

 循環物質化学専攻 博士前期課程 1年 高崎 夕希 さん 

 題目：キトサンを内包した温度感受性自律拍動カプセルの調製  

〇優秀講演賞 

 循環物質化学専攻 博士前期課程 1年 光武 祐希 君 

 題目：Langmuir 法を利用した非対称性リポソームの新規調製法の確立 

 

【概要】 

 平成 30年 1月 28日に、物理化学インターカレッジセミナー兼日本油化学会界面科学部会

九州地区講演会が大分県の湯布院 FIT セミナーハウス（福岡工業大学の合宿施設）にて開催

され、高崎 夕希 さんが優秀ポスター賞、光武 祐希 君が優秀講演賞を受賞しました。 

界面科学部会 柴田 副部会長（長崎国際大）と受賞者の記念撮影。 
左：成田 准教授（光武 君の代理）右：高崎 さん 


